
 

データベースを用いた統計表の編集のしかた 

 
１ データベースについて 
(1) データベースは，政府統計の総合窓口（e-Stat）ホームページに収録されており，これを

用いて統計表を編集することができます。昭和55年以降の結果（注）について提供しています。 

(2) データベース方式の特徴は以下のとおりです。 

 

 

 

 

 
 
 
（注）昭和55年の調査結果は，一部の集計区分（現在の人口等基本集計及び産業等基本集計に該当）のみ提供して

います。 
 

 

２ 統計表の編集のしかた 
 
例）平成17年国勢調査の結果から，労働力状態（８区分），男女別15歳以上人口を，都 

道府県ごとに比較できる表を編集します。 

 

手順１ データベース表作成画面の表示 

 

① 政府統計の総合窓口（e-Stat）トップページの，「主要な統計から探す」をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

○ 地域間比較が容易 

→ 都道府県ごとに分かれている統計表を，一つの統計表に編集することができる。 

○ 統計表の自由な作成 

→ 必要な項目だけを使いたい表形式（表頭，表側，欄外の配置）で編集することがで

きる。 

① 

この原稿は 2011 年３月に作成したものです。このため，現在の画面デザインとは若干異なっ

ていますが，機能は同じです。 



 

 

② 「国勢調査」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 利用したい調査年をクリックします。 

○平成12年，17年及び22年調査 → 調査年をクリック後，④へ 

○昭和55年，60年，平成２年及び７年調査 → 手順２へ 

ここでは，平成17年結果の統計表を作成するので，「平成17年国勢調査」をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

③ 

② 



 

 

④ 利用したい年の結果一覧から，任意の表を選択します（どの表でも構いません。）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑤ 統計表一覧の画面の右上にある，「ＤＢ」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

手順２ 集計区分を選択 

 

① 集計区分別のリストが表示されるので，利用したい区分をクリックします。 

ここでは，労働力状態に関する統計表を作成するので，「労働力状態，就業者の産業，就

業時間など（第２次基本集計）」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

⑤ 

④ 



 

 

 ② 区分によっては，さらに「全国結果」と「都道府県結果」が分かれているものがあるの

で，該当する区分をクリックします。 

ここでは，都道府県別の統計表を作成するので，「都道府県結果」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手順３ 統計表を選択 

 

集計区分別の統計表一覧が表示されますので，利用したい統計表をクリックします。 

ここでは，労働力状態（８区分），男女別15歳以上人口の統計表を作成するので，「00100 男

女（２区分），15歳以上年齢（各歳），労働力状態（８区分），15歳以上人口」をクリックしま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 



 

手順４ レイアウト設定画面の確認 

レイアウト設定画面が表示されます。 

ここでは，表示する項目の絞込み，表示位置の設定，１画面に表示する行数や，表題の有無

の設定等を行うことができます。 

また，設定した内容について，「レイアウトイメージの確認」をクリックすることで事前に

確認できます。 

レイアウトを変更する必要がない場合は，手順９に進んでください。 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ 項目説明 

No 項目 説明 

1 項番 全体の事項数のうち，当該事項が何番目に当たるかが表示されます。 

2 事項名 事項名が表示されます。 

3 項目数 当該事項に含まれる項目数が表示されます。 

4 解説表示 事項名がどういう意味で使用されているかについての解説が表示さ

れます。 

解説が登録されている場合は「解説」ボタンが表示されます。登録さ

れていない場合は空欄です。 
5 項目の絞込み 事項に複数の項目が含まれている場合，必要な項目を選択し，絞り込

むことができます。 

統計表として画面表示できる項目数（セル数）は最大で15,000です。

15,000を超える場合は，レイアウトイメージにエラーメッセージが表

示されますので，制限内に収まるように項目の絞込みや表示位置の

「欄外」への変更を行ってください。 
6 表示位置 表示位置には「列１」「列２」「列３」「行１」「行２」「行３」「欄外」

の７種類があります（列：表頭項目，行：表側項目）。欄外項目につ

いては，ページを切り替えることで表示することができます。 



 

手順５ 表示位置の設定 

 

統計表へ表示したい事項の表示位置を，行，列又は欄外から設定します。 

※ 「行１」と「列１」は必ず設定する必要があります。それ以外については任意で設定

します。ただし，欄外以外は重複して設定することはできません。欄外は複数指定可能

です。 

ここでは，現在「列１」に設定されている労働力状態及び行１に設定されている地域のほか

に，男女別の表章もすることから，「男女」欄の「表示位置」をクリックし，「列２」を選択し

ます。 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

手順６ 項目の絞込み 

 

項目数が複数ある場合は，必要な項目だけに絞り込むことができます。 

 

① 表示項目の追加・削除を行い，表示したい項目の右側にある「絞込み」ボタンをクリック

します。ここでは，地域区分を都道府県・人口50万以上の市区のうち，都道府県別のみを表

章するため，「地域」欄の「絞込み」ボタンをクリックします。 
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② 初期状態では，すべて「表示項目」となっているので，必要な表示項目のみを選択後， 

「ＯＫ」ボタンをクリックします。 

  （項目の絞込みを中止する場合は，「キャンセル」ボタンをクリックします。） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ボタン説明 

No ボタン名 機能 

1 選択項目表示 このボタンをクリックすると，「非表示項目」で選択した項目が「表

示項目」へ移動します。 

2 全項目表示 このボタンをクリックすると，「非表示項目」の全項目が「表示項目」

へ移動します。 

3 選択グループ表示 このボタンをクリックすると，「非表示項目」で選択した項目及びそ

の下位レベルの項目が「表示項目」へ移動します。 

例）「北海道」をクリックすると，北海道及び項目に表示されている

道内の市区町村が移動します。 

4 選択レベル表示 このボタンをクリックすると，「非表示項目」で選択した項目と同じ

レベルにある全項目が「表示項目」へ移動します。 

例）「北海道」をクリックすると，全都道府県が移動します。 

5 選択項目非表示 このボタンをクリックすると，「表示項目」で選択した項目が「非表

示項目」へ移動します。 

6 全項目非表示 このボタンをクリックすると，「表示項目」の全項目が「非表示項目」

へ移動します。 

 

ここでは，都道府県別の統計表を作成するため，「人口50万以上の市区」を非表示にすること

が必要になります。 

 

 

 



 

ア 一度，「全項目非表示」ボタンをクリックし，「表示項目」の全項目を，「非表示項目」へ

移動します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イ 都道府県別の表を作成するため，「北海道」をクリックし，「選択レベル表示」ボタンをク

リックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ウ 「表示項目」に，全都道府県が表示されていることを確認した上で，「ＯＫ」ボタンをク

リックします。 
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手順７ 「レイアウトイメージの確認」ボタンをクリック 
 
「レイアウトイメージの確認」ボタンをクリックして「レイアウトイメージ」を確認してく

ださい。 

（設定に問題がある場合，エラーメッセージが表示されます。） 
 

手順８ 「表示オプション」の設定 
 
「表示オプション」により，必要に応じて「表題」，「罫線」，「単位」の表示の有無，「行数」，

「列数」を設定してください。 
 

手順９ 「表表示へ」ボタンをクリック 
 
「表表示へ」ボタンをクリックすると，表が表示されます。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦ 
⑧ ⑨ 

１度に表示しきれない場合，表の下

にあるアイコンをクリックするこ

とによって，次のページに移ること

ができます。 



 

３ 統計表の印刷のしかた 
作成した統計表について，印刷用にレイアウトした画面を表示することができます。 

 

手順１ 印刷用ブラウザの表示 

 

統計表が表示されている状態で，メニューから「印刷」ボタンをクリックすることで，印刷

用にレイアウトされた画面が別ウィンドウで表示されます。 

 

  

 

 

■統計表の印刷用画面 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

手順２ 印刷 

 

ブラウザの印刷機能（「ファイル」から「印刷」を選択）を使用して印刷します。 



 

４ 統計表のダウンロードのしかた 
作成した統計表は，ＣＳＶ形式又はＸＭＬ形式でダウンロードできます。 

 

手順１ 「ダウンロード」ボタンをクリック 

 

統計表が表示されている状態で，メニューから「ダウンロード」ボタンをクリックすること

で，ダウンロード画面が別ウィンドウで表示されます。 

 

 

 

 

手順２ ダウンロード設定 

 

① 「ダウンロード範囲」，「ファイル形式選択」，「圧縮方式選択」を設定します。 

② 「ＯＫ」ボタンをクリックすると，ダウンロードの準備中を示す画面に移ります。 

  なお，ダウンロード前に各組合せのファイルサイズを確認できますので，ダウンロード

の際の参考にしてください。 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

■ダウンロード範囲説明 

No ダウンロード範囲 説明 

1 表示データ １画面に収まらない数値データの表示レイアウト

時のみ選択可能となります。 

2 ページ全体 現在の表示ページ（１画面）全体をダウンロード対

象とします。 

3 全ページ 欄外項目の組合せを含め，存在する全ページをダウ

ンロード対象とします。 

① 

② 



 

■ファイル形式選択説明 

No ファイル形式 説明 

1 ＣＳＶ形式 ＣＳＶ形式でファイルを出力します。 

2 ＸＭＬ形式 ＸＭＬ形式でファイルを出力します。 

 

■圧縮方式説明 

No 圧縮方式 説明 

1 ＺＩＰ形式 「ファイル形式選択」で指定したファイルをＺＩＰ

形式で圧縮し，ダウンロードします。 

2 ＬＺＨ形式 「ファイル形式選択」で指定したファイルをＬＺＨ

形式で圧縮し，ダウンロードします。 

3 圧縮なし 「ファイル形式選択」で指定したファイルを，圧縮

せずにそのままダウンロードします。 

 

≪注意点≫ 

Internet Explorerでは，セキュリティ機能により，以下のメッセージが表示されるこ

とがあります。 

「セキュリティ保護のため，このサイトによる，コンピュータへのファイルのダウンロ

ードがInternet Explorerによりブロックされました。オプションを表示するには，ここ

をクリックしてください。」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この場合は，次のようにするとダウンロードできます。 

 

 

 

 



 

① 画面の指示に従い，「セキュリティ保護のために～・・・」の箇所をクリックし，表示

されたメニューから「ファイルのダウンロード（D）」をクリックします。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

② 数秒後，ダウンロード画面が表示されるので，ダウンロード条件を確認後，「ＯＫ」ボ

タンをクリックして通常のダウンロード処理を行ってください。 

 

手順３ 保存 

 

ブラウザの「ファイルのダウンロード」画面が表示されます。ファイルを適切な場所に保存

してください。 

 

 

① 

② 


